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なぜ歴史資料？

• 私は理論計算が専門の

地震学者です。

• 古文書解読は …

2013 年 4 月 13 日淡路島の地震 (M6.3)

揺れの再現計算

• 趣味

• 災害を防ぐためには

過去・現在・未来を知る
必要がある。



地震災害に関する過去・現在・未来

• 物事は 法則性がわかっていれば 現在の情報から未来を知ることが

できる。たとえば気象予測の場合：

• 気象観測 … 現在の大気の状態を知る。

• 数値予報 … 初期条件（現在の情報）を気象学（物理学・化学）の法則に基づ

く方程式へ代入し、コンピューターで解析する（未来の情報）。

• どうやって法則性を知った？ … 過去の現象を観察 して見つけた！

• 過去を知る：地震の発生履歴、被害の様相、復興の過程

• 現在を知る：現在の地震活動、社会構造、建物の安全性、備え

• 未来を知る：シミュレーション、被害想定、想像力



気象庁ウェブサイトより

全球モデルによる11日間の気圧・降水量予測



南海トラフ地震

南海トラフでの地震の繰り返しは

今や常識。なぜわかる？

歴史資料の解読



過去の地震災害を知る方法

掘削調査

慰霊碑・
復興記念碑

古文書・
伝承



歴史地震学という学問

• 歴史上の文献などから、過去の地震

の実像や被害に関する知見を得る。

• 近代的な地震観測のデータが存在す

るのは、過去およそ 100 年くらい

• 地震の周期は、海溝型で 100 年~, 

内陸地殻内地震で 1000 年~

歴史記録収集の

必要性

歴史地震学の集大成のひとつ →



古文書にみる安政の大地震

– 小川家文書を中心に –



小川家文書にみる安政東海・南海地震

• 小川家文書とは

• 名古屋大学附属図書館所蔵

• 尾張藩士小川円次郎家に伝わった文書群

• その他のことはわからない。

• 内容は多岐にわたる。

• 安政東海・南海地震 (1854) の記録

• 遺誡

• 売買の契約書

• 覚書など

• これを解読、調査した例を紹介します。



大地震の次第、書付
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建中寺（尾張徳川家の菩提寺）

地
震
ニ
而
寺
社
損
所
荒
増
之
覚

御
城
下
之
部

建
中
寺

一

泰
心
院
様
御
宝
塔
御
傾
き
御
い
さ
り

※
「
い
ざ
る
」
も
の
が
ず
れ
る
の
意

一

源
明
様
御
石
牌
御
倒
ㇾ

一

真
厳
院
様
御
石
牌
御
割
ㇾ
御
い
さ
り

一

章
善
院
様
御
石
牌
余
程
御
い
さ
り

一

源
載
様
御
石
牌
御
後
江
之
方
少
々
御
か
け

一

源
昭
様
御
台
石
浮
ひ
損
シ

一

源
順
様
御
台
石
同
断

一

源
僖
様
御
石
牌
御
響
入

一

源
懿
様
御
石
牌
御
い
さ
り

一

源
欽
様
御
台
石
浮
ひ

一

聖
惣
院
様
御
石
牌
御
い
さ
り

一

俊
恭
院
様
御
台
石
割
レ

〆
右
之
外
御
家
中
ゟ
献
備
之
石
灯
籠
不
残
倒
レ



名古屋城下・周辺の寺社の被害
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記述からわかること

•地震による揺れの強さ・長さ・範囲

• 「他国は御国より強く、東海道抔（など）は別して強く相見え」

• 「当四日辰中刻大地震にて大坂市中損所多分崩れ家」

• 「勢州山田辺り凡そ三四分通り潰れ」

• 「東海道筋三州路三分通り荒井・舞坂津浪にて余程あれ」

• 「江戸大名小路南三軒崩れ、町屋無事に御座候」

•個々の被害の記述から震度を推定することも可能

• 例「本堂倒る」→ 震度６弱以上



J-SHIS 表層地盤の増幅率

地盤の良し悪しによる揺れやすさの違いが

反映されている！



参考 尾張名所図会

• 江戸時代末期から明治時代初期にかけて刊行された地誌

• 序文の末尾には「天保十二年歳次辛丑」

• 天保 12 年 (1841年) は安政東海・南海地震 (1854年) の 13 年前

• 安政東海・南海地震当時の尾張の様子が記されていると考えて良い

じ
ざ
う

小
川
家
文
書
で
は
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郡
）
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かわら版にみる安政の大地震

– 諸国大地震大津波末代噺 –



防災専門図書館 災害関係かわら版

• 公益社団法人全国市有物件

災害共済会防災専門図書館

• 東京都中央区にある日本唯一

の防災・災害に特化した専門

図書館

• 資料数 約16万点

• うちかわら版 90 点

• 平成30年に名古屋大学減災

連携研究センターと連携協

力協定を締結

かわら版は
ウェブで閲覧可能



諸国大地震大津波末代噺

• 詳しくは「嘉永七年十一月四日五日 本志らべ 諸国大地震大

津波末代噺」

• 出版年月は不明。防災専門図書館は安政元年 (1854) と推定。

• 安政東海・南海地震 (1854) による各地の被害状況を、大阪

近辺の情報を中心に、36 ますのすごろく仕立てにしてある。

• 振り出しも上りも大阪。

• 「世直り」「目出度い」などの文言が多い。

• 武者金吉「地鯰居士雑筆」(1939) で「世直し」を近畿での地震除けの呪文として紹介

⇒ 大阪で出版された？



諸国大地震大津波末代噺 翻刻文
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記載がある場所
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嘉永 7 年 11 月 4 日

安政東海地震 (M8.4) 震源域

嘉永 7 年 11 月 5日

安政南海地震 (M8.4) 震源域
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防災イベントでの利用

写真は 2018.8.4 (土) 名古屋大学減災館の「夏休みスペシャル減災教室」

子どもはすごろく遊びに熱中、大人は解説に熱中。



かわら版すごろくの解説書

風媒社

定価 ¥1,500 + 税

幕末の日本を襲った安政の大地震、

その時、何が起きたのか？

当時の被害状況を記したかわら版すご

ろく「諸国大地震大津波末代噺」を絵

解きする。ほぼ原寸大の別刷り付録も

あり、遊びながら災害への理解を深め

るための教材にも最適。



過去に学び、学びすぎない

• 過去の日本社会

• 建物の耐震性は総じて低い、交通・通信・ライフラインが未発達

• 比較的強固な地盤に集住、自律分散型社会

• 現在の日本社会

• 建物の耐震性は総じて高い、交通・通信・ライフラインが発達

• 軟弱地盤の地域にも居住、高度に分業化された社会

• 地震は自然現象 ⇔ 震災は社会現象

• 同程度の地震でも人間社会の構えによって被害の程度と様相は異なる。

• 将来の地震で発生する被害は、過去の地震によるものとは違う。



参考資料



地震調査研究推進本部のパンフレット

地震調査研究推進本部ウェブサイトにもあります。



蒲郡市のハザードマップ等

これは一例。蒲郡市ウェブサイトにいろいろあります。

↑
ここから



地震防災・耐震工学の教科書

講談社サイエンティフィク

定価 ¥3,300 + 税

第１部 教養編

・教養としての耐震工学

・日本人すべてが身につけるべき

地震防災の基礎知識をやさしく解説

・数式なし！ 誰でも読めます

第２部 基礎編

・耐震工学の基礎を初学者向けに

やさしく解説

第３部 応用編

・耐震工学のための振動・波動理論

・地震の揺れが起こる仕組みも解説



名古屋大学減災連携研究センター

減災連携研究センターウェブサイト

http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/

産官学民の地域密着型の様々な連携により、研究、人材

育成などを通じて、災害被害を軽減していくための戦略

構築を目指しています。

名古屋市営地下鉄名城線

名古屋大学駅下車すぐ

活動拠点

「減災館」


